
 

 
 
先日は、今年度の学校の取組に関するアンケートにご回答いただきありがとうございまし

た。保護者・児童それぞれの結果をまとめましたので、ご覧ください。 

 
   

 

 

 

 
＜考察＞  

○肯定的評価（AB）が 8 割を超えている項目は、③⑥⑨⑪になっています。項目③と⑥では、児

童が学校のルールを守り、節度ある生活を送っていることや、避難訓練や交通安全教室など安

全に対する取組などに一定の評価をいただいていることがうかがえます。これらについては児

童のアンケートでも同じ傾向を示しています。また、項目⑨⑪の外部人材活用や情報発信につ

いては保護者の皆様には評価をいただいていますので、児童が実感をもてるよう、さらに充実

させていきます。  

○肯定的評価（AB）が低い項目としては、項目①②が挙げられます。項目①に関しては、昨年度

より大きく下がっています。（ -6％）基礎基本の定着のために必要な家庭学習ですので、児童が

前向きに取り組める工夫をしたり、達成感をもてるよう励ましたりしていきます。ご家庭でも

声掛け、励ましをお願いします。また、項目②に関しては、例年低い傾向が児童のアンケートと

同様にありますので、自己表現する場を数多く設け、児童が自信をもって自らの考えを伝える

ことができるよう話し方や聞き方等、指導の充実に引き続き努めて行きます。  
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①お子さんは、朝学習や家庭学習などで、漢字や計算

練習などを含む日常的なスキル学習や読書に対する関

心が高まっている。

② お子さんは、すすんで考えたり発表したりして、ね

ばり強く学習に取り組んでいる。

③お子さんは、学習のルールや生活のきまりを守って

いる。

④お子さんは、家族や友達、地域の人などにすすんで

挨拶している。

⑤お子さんは、手洗いやうがいの習慣が身に付いてき

ている。

⑥お子さんは、校内、校外、登下校の安全に関心をも

ち、危険をさけるための知識や行動が身に付いてきて

いる。

⑦学校は、一人ひとりの状況をつかみ、個に応じた学

習や生活指導をしている。

⑧学校は、子どもたちが「できた」「分かった」と言

えるように、学習指導の工夫や改善をしている。

⑨学校は、地域や外部の人材を活用して、実際の体験

を重視した学習や活動が行われている。

⑩学校は、互いの考えを伝えあい、理解しあえる力、

情報を活用する力、進んでよりよい自分をめざす力を

育む授業や活動を工夫している。

⑪学校での取り組みや子どもたちの様子が、たより、

ホームページ、面談、懇談会などで伝えられている。

学校評価（保護者）

できた だいたいできた あまりできなかった できなかった わからない
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①朝の学習や家での勉強で、漢字や計算の練習や読

書をがんばることができた。

②すすんで学習にとりくんだり、考えたことを発表

したり、文で表したりすることができた。

③学習のルールや生活のきまりを守ることができ

た。

④家族や友だち、学援隊の方、ちいきの人に、自分

からすすんであいさつすることができた。

⑤手あらいやうがいを、わすれないでやることがで

きた。

⑥ひなんくんれんのとき、行動のしかたがわかり、

そのとおりにできた。

⑦こまっていることなどを、先生にそうだんするこ

とができた。

⑧先生のじゅぎょうは、くふうしてわかりやすかっ

たので、勉強をがんばることができた。

⑨ちいきの人たちから教えてもらいながら、いっ

しょうけんめいに活動することができた。

⑩前よりも、見通しをもち、いろいろな場面でじし

んをもって学習にとりくむことができた。

⑪学校からのおたよりを、家の人と見たり、じぶん

で読んだりできた。

学校評価（児童）

できた だいたいできた あまりできなかった できなかった

 たくさんのご意見・ご感想をありがとうございました。学校評価を通

していただいたご意見を、今後の学校運営に生かしていきたいと考えて

います。児童が「安心して」「楽しい」学校生活を送れるように、これ

からも学校と家庭そして地域が連携して子どもを育てていきたいと思

います。今後ともよろしくお願いします。  

＜考察＞  

○肯定的評価（AB）の割合が高いものが多いですが、前年度に比べて４％ほど全体的に低下してい

ることが気になります。特に項目④⑦⑨に関して低下の割合が大きいです。項目④（ -5％）につい

ては、人と人とをつなぐ根幹ですので、進んで挨拶ができる児童の育成に全校で取り組んでいき

ます。また、項目⑦（ -7％）については、困っていることを教師に相談しにくいと感じている児童

がいることを真摯に受け止め、一人ひとりを大切な存在として接するとともに、話しやすい雰囲

気を醸成し、担任以外にも相談できる場や機会を設けていきます。さらに項目⑨（ -8％）について

は、地域との関わり深めるだけではなく、自分が地域の一員であることを児童がしっかりと意識

できるような活動を作っていけるよう創意工夫していきます。  

○肯定的評価（AB）が高い傾向にある内容としては、項目③⑥⑧が挙げられます。特に③や⑥の項

目については、安心安全に生活する上で欠かせないものと考えています。安心して学び、万が一に

も対応できるよう引き続き指導します。また、項目⑧については、授業に対する工夫が児童にも伝

わっているようで励みになります。児童がさらに理解を深め、「分かりやすい」と感じられる授業

を作っていけるよう努力します。  


